
参考資料１ 現行計画の概要 

 

 

 

 

 自 然 環 境 

豊かな自然環境の保全 

・野洲川、阿星･岩根山の眺望･景観 

・琵琶湖へとつながる流域 

・天然記念物のうつくし松自生地 

自然とのふれあい 

・じゅらくの里､親水公園､十二坊など 

 

生 活 環 境 

身近な環境の美化 

・河川、農地へのごみのポイ捨て 

・山林、空き地への不法投棄 

・ペットのふん害 

国道１号沿道の環境保全 

・自動車交通騒音、振動 

・自動車排ガスによる大気汚染 

文 化 環 境 

シンボルとなる文化資源の保全 

・湖南三山※(常楽寺､長寿寺､善水寺) 

東海道の歴史資源の保全、復元 

・石部宿の史跡、街道景観 

伝統工芸等の文化の継承 

・近江下田焼※、正藍染め※など 

地 球 環 境 

循環型社会※の構築 

・一人あたりごみ排出量の減量 

環境負荷の小さい低炭素社会※づくり 

・エネルギー消費量の減少 

・公共交通機関の充実、利用促進 

・酸性雨※の影響 

＜環境の現状と課題＞ 
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＜環境未来像＞ 

 

＜基 本 目 標＞ 

共 生 

豊かな自然と地球を 

未来に残します 

循 環 

環境負荷の小さい 

社会を築きます 

快 適 

健康で良好な 

生活環境を守ります 

文 化 

潤いのある文化的な 

環境をつくります 

協 働 

みんなが一体となって 

環境自治※を進めます 

 

①多様な自然環境の体系的な保全 

②身近な自然生態系の保全と創造 

③自然とふれあう機会の創出 

④自然景観の保全、活用 

⑤ごみ減量・リサイクルの推進 

⑥省エネルギー※の推進 

⑦環境負荷の小さい 

まちづくりの推進 

⑧琵琶湖とのつながりを 

意識した流域環境づくり 

⑨地球温暖化※防止への取組みと 

対策推進 

⑩その他の地球環境問題への取組み 

⑪生活環境の確保 

⑫環境美化の推進 

⑬水と緑を生かした 

田園都市景観の形成 

⑭歴史資源や伝統文化の保全と継承 

⑮東海道沿いの町並みの再生 

⑯環境文化の創造・継承 

⑰環境学習・環境教育※の推進 

⑱環境情報ネットワークの 

整備・提供 

⑲環境保全活動の推進 

⑳環境自治に向けた体制の構築 
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＜基 本 施 策＞ 

参考２ 


